






各断層モデルによる、東海地震に対するΔCFF
　  

気象庁 CMT②

断層パラメータ

　245／36／50

　69×35km×2.2m

想定断層

　234／15／107

300Pa

3000Pa

気象庁 CMT①

断層パラメータ

　111／63／115

　69×35km×2.2m

想定断層

　234／15／107

300Pa

3000Pa

　９月５日の東海道沖の地震が想定東海地震に及ぼす影響（ΔCFF）を、気象庁 CMT解、山中モ

デル、八木モデル、地理院モデル（２ケース）について調べた。その結果どのモデルを用いても、

東海地震を促進させるセンスであるがその大きさは概ね潮汐程度であった。
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